
試験研究成果普及情報  

  

［目的及び背景］  
 家畜ふん尿の最適処理方法は土壌還元であり、その効率的及び持続的利用のためには、ふ
ん尿中の環境負荷物質等を軽減する技術が必要である。特に、養豚では発育促進等のため重
金属である銅や亜鉛の高水準給与が古くから行われており、結果として排せつ物中の含量を向
上させ土壌還元への悪影響が危惧されている。そこでこれら環境負荷物質排泄量の低減化のた
めの適正な給与方法の確立を図る必要がある。  

   
［成果内容］  

 育成豚（雌及び去勢ＬＷＤ種：体重10kg）２４頭を用いて、日本飼養標準による養分要求量値
5ppmの銅量を飼料添加した区（１区）、自主規制値の1/2量の62.5ppmの銅量を飼料添加した区
（２区）、自主規制値量の125ppmの銅量を飼料添加した区（３区）に分け６週間（４２日間）発育性
等を調査した。なお、亜鉛量については各区ともに日本飼養標準値量の84.5ppmを飼料添加し
た。また試験終了後は同じ条件で豚産肉能力検定飼料を給与し105kgまで肥育しと体成績を求
めた。  
１．終了時体重並び１日平均増体重は、２区および３区において差は見られなかった。また、飼料
要求率・飼料効率ともに区間差は見られなかった。なお、105kg到達日数においても区間差は見
られなかった。（表１および表２）  
２．重金属（銅・亜鉛）の吸収率を測定したところ、銅では18.8%、亜鉛では15.2%となり、排泄率はと
もに80%程度であった。（表３）  
３．ふん中の銅濃度は、銅添加量の増減によって著しく変化した。（表４）  

   
［留意事項］  

他県において同様な試験を実施中であり、これらの結果を含めて飼料業界等に情報提供するこ
とが重要である。  

   
［普及対象地域］  

県内全域  
［行政上の措置］  

特になし  
［普及状況］  
  
  
  
  
  
  
  
   

 部門 養豚  対象   研究 

課題名：飼料中の銅、亜鉛濃度と豚ふんへの排泄量の検討 

［要約］ 子豚育成飼料への重金属特に銅の添加は、飼料業界等で定める上限量（自主 
規制値量）が定められているが、その1/2量（62.5ppm）の添加は、発育成績・飼料要求率にお
いて自主規制値量と差は見られず、ふん中の銅量を低減することができる。 

ｷｰﾜｰﾄﾞ（専門区分）飼養管理       （研究対象） 家畜類－豚 
   （ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ）重金属 吸収率 排泄量 自主規制値 発育成績 
  

実施機関名  （主査） 畜産総合研究センター 養豚養鶏研究室 
     （協力機関） 
     （実施期間） 2001年度～2002年度 



［成果の概要］ 
表１ 発育成績（10kgから６週間－４２日間－）  

 
  
表２ 105kg到達日齢   

   
   
   
   
   
   
   
   
   

  
 表３ 銅・亜鉛の吸収率              

   
   
   
   
   
   
   
   
   

  

 表４ ふん中の銅濃度ppm（ＤＭ中） 
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